
間
に
発
刊
出
来
る
１
６
８
号

は
歴
史
的
一
紙
と
し
て
記
念

号
と
な
る
で
し
ょ
う
。
歴
史

的
な
日
に
立
ち
会
え
る
実
感

が
、
わ
く
わ
く
す
る
幸
せ
感

は
不
思
議
で
あ
る
。
年
齢
的

な
感
覚
の
違
い
は
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
昭
和
～
平
成
の
時
、

に
経
験
し
て
い
る
こ
と
な
の

に
今
回
の
元
号
変
更
は
特
別

な
興
味
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ

気
が
し
た
。 

元
号
と
は
？ 

 

年
を
記
録
す
る
方
法(

紀

年
法)

の
一
種
。「
元
号
〇
年
」

は
和
暦
と
称
さ
れ
る
。
６
４

５
年
の
大
化
の
改
新
が
始
ま

り
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２
４

７
個
に
も
及
ぶ
。 

ど
う
や
っ
て
決
め
る
？ 

 

元
号
法
に
基
づ
き
政
府
が

決
定
。
平
成
改
元
時
の
手
続

き
を
踏
襲
。
元
号
案
を
有
識 

強
く
、
物
価
は
な
か
な
か
上

が
ら
な
い
。
１
５
年
を
１
０

０
と
し
た
昨
年
１
２
月
の

消
費
者
物
価
格
指
数（
生
鮮

食
品
を
除
く
総
合
）
は
１
０

１
・
４
で
前
年
比
０
．
７
％

の
上
昇
に
と
ど
ま
る
。
小
売

り
最
大
手
イ
オ
ン
で
さ
え

「
す
べ
て
を
店
頭
価
格
に

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
い
う
。
春
以
降
は
自

主
企
画
製
品
（
Ｐ
Ｂ
）
の
割

安
感
を
さ
ら
に
強
調
し
て

い
く
方
針
だ
。 

 

値
上
げ
の
理
由
と
し
て
共

通
す
る
の
は
、
人
手
不
足
に

よ
る
人
件
費
と
物
流
費
の
高

騰
だ
。
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ
ブ

ズ
に
よ
る
と
、
昨
年
１
２
月

の
三
大
都
市
圏
の
ア
ル
バ
イ

ト
の
平
均
時
給
は
１
０
５
８

円
で
３
ヶ
月
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。
ま
た
日
本

銀
行
の
調
査
で
は
、
昨
年 

第１６８号 令和元年年５月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

奥
入
瀬
渓
流
が
延
び
る
。
約

20

km
北
に
は
八
甲
田
山
が

位
置
す
る
観
光
地
と
な
っ
て

お
り
、
冬
季
を
除
き
遊
覧
船

が
就
航
し
て
い
る
。 

こ
の
た
め
内
水
な
が
ら
、

国
の
地
方
港
湾
に
指
定
さ
れ

て
い
る
港
が
二
つ
あ
る
。
奥

入
瀬
渓
流
入
り
口
の
子
ノ
口

（
ね
の
く
ち
）
港
と
、
十
和
田
湖

南
岸
の
中
山
半
島
西
側
付
け

根
に
あ
る
休
屋
（
や
す
み
や
）

港
で
あ
る
。
十
和
田
湖
は
「
十

和
田
湖
お
よ
び
奥
入
瀬
渓
流
」

と
し
て
、
文
化
財
の
特
別
名

勝
及
び
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

   

１
９
３
６
年
に
は
周
辺
の

奥
入
瀬
渓
流
、
八
甲
田
火
山

群
と
と
も
に
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。 地

理 

十
和
田
湖
を
擁
す
る
山
地

は
、
そ
の
北
に
位
置
す
る
八

甲
田
山
と
同
じ
く
、
カ
ル
デ

ラ
を
有
す
る
火
山
群
で
あ
る
。

十
和
田
火
山
の
噴
火
で
形
成

さ
れ
た
二
重
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、

現
在
も
活
火
山
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
最
大
深
度
３
２
６
・

８
m
は
日
本
で
３
番
目
の
深

さ
で
あ
る
。
湖
を
真
上
か
ら

見
る
と
胡
桃
を
半
分
に
割
っ

た
断
面
図
の
よ
う
な
形
を
し

て
お
り
、
南
岸
に
は
西
寄
り

に
中
山
半
島
東
寄
り
に
御
倉

（
お
ぐ
ら
）
半
島
が
突
き
出
し
て 

い
る
。
中
山
半
島
の
西
側
付

け
根
近
く
に
は
恵
比
寿
大
黒

島
と
い
う
小
島
が
あ
る
。 

 

東
岸
か
ら
は
唯
一
の
流
出

河
川
で
あ
る
奥
入
瀬
川
が
太

平
洋
に
向
け
て
流
れ
出
て
い

る
。
十
和
田
湖
へ
の
流
入
河

川
は
銀
山
川
、
大
川
岱
（
お

お
か
わ
た
い
）
川
、
鉛
山
川
、

宇
樽
部
（
う
た
る
べ
）
川
、
神

田
川
な
ど
が
あ
る
。 

 

御
倉
山
（
溶
岩
ド
ー
ム
）
の

あ
る
御
倉
半
島
と
中
山
半
島

の
間
に
あ
る
中
湖
（
な
か
の
う

み
）
と
よ
ば
れ
る
水
域
が
最

深
部
で
あ
り
、
御
倉
山
の
東

側
の
東
湖
（
ひ
が
し
の
う
み
）

や
中
山
半
島
の
西
側
の
西
湖

（
に
し
の
う
み
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
水
域
の
水
深
は
五
十
～
百

ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。 

   

談 

話 

室 

新
日 

本 

八
景  

「十
和
田
湖
」 

新
日
本
八
景
め
ぐ
り 

  

あおい 通信 第 168号 

東 

西 
 

南 

北 

人
件
費
高
騰
・
値
上
げ
続
々 

 

コ
ー
ラ
、
牛
乳
、
カ
ツ
プ

麺
、
ア
イ
ス
、
ぺ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
な
ど
身
近
な
商
品
が

今
春
、
相
次
い
で
値
上
げ
さ

れ
る
。
各
メ
ー
カ
ー
が
物
流

費
や
人
件
費
の
高
騰
に
耐
え

き
れ
な
く
な
っ
た
め
だ
。
口

火
を
切
っ
た
の
は
２７
年
ぶ
り

の
値
上
げ
に
な
る
「
コ
カ
・

コ
ー
ラ
」
４
月
１
日
出
荷
分

か
ら
希
望
小
売
価
格
を
２
０

円
引
き
上
げ
、
税
抜
き
３
４

０
円
に
な
る
。
乳
大
手
の
牛

乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
４
月
か

ら
一
斉
に
値
上
げ
さ
れ
る
。 

 

た
だ
、
実
際
に
店
頭
価
格

を
上
げ
る
か
ど
う
か
は
ス
ー

パ
ー
な
ど
小
売
店
の
判
断
と

な
る
。 

 

消
費
者
の
節
約
志
向
は
根 

１
２
月
の
企
業
向
け
の
道
路

貨
物
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

指
数
は
２
０
１
０
年
と
比
べ

て
１
割
超
も
高
か
っ
た
。
日

清
食
品
や
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

は
「
自
助
努
力
だ
け
で
は
コ

ス
ト
増
を
吸
収
で
き
な
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

 

新
元
号
「
令
和
」
が
4
月

１
日
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
た 

出
典
の
参
考
文
言 

 

万
葉
集
の
「
梅
花
（
ば
い
か
）

の
歌
三
十
二
首
」
の
序
文
に

あ
る
「
初
春
の
令
月
（
れ
い
げ

つ
）
に
し
て
、
気
淑(

よ)

く
風

和(

や
わ
ら)

ぎ
、
梅
は
鏡
前(

き

ょ
う
ぜ
ん)

の
粉(

こ)

を
披
（
ひ
ら
）

き
、
蘭
は
珮
後(

は
い
ご)

の
香

を
薫(

か
お)

ら
す
」
の
文
言
中

の
令
和
を
参
考
に
引
用
し
て

出
典
と
し
た
。 
 

今
日
（
２
０
１
９
年
５
月

１
日
）
か
ら
実
施
さ
れ
る 

新
元
号
「
令
和
元
年
」
が

正
に
今
日(

２
０
１
９
年
５
月

１
日)

か
ら
使
わ
れ
る
歴
史
的

１
日
と
な
っ
た
。 

葵
通
信
も
こ
の
歴
史
的
瞬 

 

者
に
依
頼
し
内
閣
官
房
長
官

が
整
理
、
そ
こ
か
ら
会
議
な

ど
を
経
て
閣
議
で
決
定 

元
号
の
条
件
は
？ 

 
「
国
民
の
理
想
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
よ
い
意
味
を
持
つ
」

「
漢
字
２
文
字
」
「
書
き
や
す

い
」
「
読
み
や
す
い
」
「
こ

れ
ま
で
に
元
号
や
天
皇
の
お

く
り
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
な
い
」
「
俗
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
な
い
」
の
６
つ
と

さ
れ
る
。 

 

１
９
７
９
年
（
昭
和
54
年
）

10
月
、
第
１
次
大
平
内
閣
は
、

元
号
法
に
定
め
る
元
号
の
選

定
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
要

領
を
定
め
た
。
（
昭
和
54
年

10
月
２３
日
閣
議
報
告
） 

 
 
 
 
 
 

 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

 
   

４
月
の
報
告 

１
９
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
。

６
名
の
参
加
。 

５
月
の
予
定 

１
７
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

３
１
日
（
金
）
東
京
ヴ
ァ
ン

テ
ア
ン
ク
ル
ー
ズ
。
東
京

湾
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
、
船
の
上
で
ラ
ン
チ
を

楽
し
み
ま
す
。 

 

７
月
に
は
、
懐
石
「
が
ん
こ
」

新
宿
山
野
愛
子
邸 

で

の
ラ
ン
チ
（
現
地
集
合
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

秋
に
は
、
台
湾
へ
の
海
外

旅
行
を
検
討
し
て
い
す
。 

 皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
（
事
務
局
） 

 

湖
沼
・
十
和
田
湖 

 

（
泉
鏡
花
・
選
） 

 

十
和
田
湖(

と

わ
だ
こ)

は
、
青
森

県
十
和
田
市
と

秋
田
県
鹿
角
郡

小
坂
町
に
ま
た
が

る
湖
。
日
本
の
湖

沼
と
し
て
は
、
最

大
水
深
３
２
６
・

８
m
で
第
３
位
、

面
積
で
は
12
番

目
。
東
岸
に
は
、

十
和
田
湖
の
水

が
唯
一
流
れ
出

る
奥
入
瀬
川
が

あ
り
、
北
東
に
約

14

km
に
わ
た
り 

 

       

、 
      
  

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な金笑顔」を作ります 

葵
通
信100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

十
和
田
湖
北
岸
の
御
鼻
部
展
望
台
か
ら 

湖畔に立つ 
乙女の像 
高村光太郎作 

十和田湖 
衛星写真 



 

 

巌
」
が
商
人
の
間
に
広
め
た

「
心
学
」
で
、
神
道
、
仏
教
、

儒
教
等
の
三
教
を
融
合
し
て
、

そ
の
理
論
を
自
分
達
の
体
験

と
照
ら
し
乍
ら
、
も
っ
と
平

易
で
身
近
な
例
を
道
話
と
し

た
。
倹
約
、
正
直
、
堪
忍
等
々

の
実
践
道
徳
を
主
と
し
た
学

問
で
、
こ
の
梅
巌
の
門
下
生

と
し
て
信
州
か
ら
手
島
堵
庵
、

中
沢
道
二
の
両
名
が
入
門

し
、
特
に
手
島
氏
が
持
ち
帰

っ
た
石
門
心
学
を
関
東
地
方

に
広
め
た
先
駆
者
で
あ
る
と

の
こ
と
で
、
こ
の
教
え
が
四

百
年
以
上
も
経
っ
た
今
で
も

続
い
て
お
り
、
中
沢
道
二
氏

が
持
ち
帰
っ
た
「
時
中
舎
」 

の
扁
額
が
村
の
堂
の
軒
に
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
尚
こ
の

お
堂
の
奥
の
間
に
は
「
お
び

ん
ず
る
様
」
と
呼
ば
れ
た
、

頭
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
像

が
祀
ら
れ
て
あ
り
、
よ
く
こ

の
頭
を
な
で
て
、
願
い
こ
と

を
し
た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
掛
軸
の
な
か
の
一
つ

に
「
み
て
い
る
ぞ
」
と
書
か

れ
た
軸
に
は
悪
事
を
し
て
い

る
と
必
ず
天
罰
が
下
る
と
云 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

吉
田 

徳
子 

（
Ｈ
２５
年

１０
月

１１
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
さ
ん
に
通
所
し
て
、
早

く
も
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ッ
ト
体
操
、
自
転
車
マ
シ

ン
を
や
り
、
仲
間
と
の
会
話

も
、
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限

り
、
皆
勤
賞
め
ざ
し
て
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

石
井
節
子 

（
Ｈ

２５
年
１
月
１１
日
か
ら
通
所
） 

      

福
岡
か
ら
娘
の
所
へ
き
て

知
り
合
い
も
な
く
毎
日
家
で

過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
葵

さ
ん
を
紹
介
さ
れ
通
い
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
不
安
で
し

た
が
皆
さ
ん
感
じ
が
良
か
っ

た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
デ

ィ
に
来
て
い
る
と
一
日
が
早

く
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

 
一
方
、
認
知
症
高
齢
者
の

独
り
暮
ら
し
が
増
え
、
詐
欺

被
害
の
報
告
も
目
立
っ
て
い

る
。
財
産
を
守
る
成
年
後
見

制
度
が
あ
る
が
十
分
に
普
及

し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

家
族
な
ど
に
虐
待
さ
れ
た
高

齢
者
は
約
一
万
七
千
人
（
１１

年
度
）
で
、
そ
の
半
数
に
認

知
症
が
あ
っ
た
。
地
域
で
認

知
症
高
齢
者
を
ど
う
支
え
る

か
も
課
題
だ
。
愛
知
県
内
で

認
知
症
の
男
性
が
線
路
内
に

立
ち
入
っ
て
列
車
に
は
ね
ら

れ
た
死
亡
事
故
で
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
列
車
の
遅
れ
な
ど
に
よ

る
損
害
賠
償
を
遺
族
に
求
め

た
。
名
古
屋
地
検
は
、
見
守

り
を
怠
っ
た
と
し
て
遺
族
へ

の
損
害
賠
償
を
命
じ
た
が
、

関
係
者
か
ら
は
「
在
宅
介
護

が
で
き
な
く
な
る
」
と
強
い

反
発
が
起
き
て
い
る
。
運
転

免
許
の
取
り
扱
い
な
ど
、
課

題
は
多
い
。 

 
 
 

編
集
長 

篠
原 

武
子
（
月
） 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
三
十

年
間
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
カ
ラ
オ
ケ
を
地
区
区
民
館

や
老
人
会
な
ど
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
得
意
な
曲
も
あ
り

ま
す
が
、
新
曲
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。 

      磯
野 

敬
子
（
日
、
月
、
木
） 

読
書
が
好
き
で
す
。
時
代

小
説
や
歴
史
小
説
を
読
み
ま

す
。
作
家
で
い
え
ば
、
司
馬

遼
太
郎
、
有
吉
佐
和
子
、
平

岩
弓
枝
、
松
本
清
張
、
群
よ

う
子
な
ど
で
す
。 

    

安
倍 

豊
年 

(

Ｈ
２６
年
1
月
12
日
か
ら
通
所
） 

       

知
り
合
い
か
ら
歩
き
方
が

軽
や
か
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
葵

に
来
て
い
る
効
果
か
も
し
れ

な
い
。
週
２
回
葵
に
通
所
す

る
こ
と
は
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

私
の
生
ま
れ
故
郷
、
信
州

諏
訪
の
冨
士
見
村
松
目
区
は

戸
数
三
十
数
軒
の
農
村
で
し

た
。
子
供
の
頃
か
ら
、
年
一

回
の
「
時
中
舎
」
の
講
に
は

村
中
の
人
達
が
こ
の
お
堂
に

集
ま
り
、
東
京
か
ら
招
い
た

講
師
の
先
生
の
お
話
し
を
聞

い
た
り
、
座
敷
一
杯
に
飾
ら

れ
た
掛
軸
を
眺
め
た
り
し
て
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
も

の
で
し
た
。 

 

「
石
門
心
学
」
は
、
京
都

で
商
人
で
あ
っ
た
「
石
田
梅 

増
田 

義
雄 

（
Ｈ
25
年
１１
月
３
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
さ
ん
に
通
所
し
て
、
早

や
五
年
四
ヶ
月
、
そ
の
間
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
を
は
じ
め
仲
間
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
御
世
話
に

な
り
、
お
陰
様
で
ほ
ゞ
普
通
の

生
活
が
出
来
る
迄
回
復
し
、
感

謝
を
込
め
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
令
を

重
ね
て
も
、
よ
り
自
分
ら
し
く

楽
し
い
毎
日
を
送
り
た
く
、
又

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
ま
す
。
私
は
新
聞
を
読
む
傍

ら
隣
席
の
囲
碁
に
気
を
取
ら

れ
、
土
地
取
り
の
面
白
い
ゲ

ー
ム
だ
と
思
っ
て
見
て
い
ま

し
た
。
私
は
ち
ょ
っ
と
手
ほ

ど
き
受
け
た
い
と
思
い
、
中

の
一
人
に
軽
い
気
持
ち
で
話

し
か
け
、
そ
し
て
入
居
者
の

女
性
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
方

か
ら
囲
碁
入
門
の
本
を
借
り

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
読
み

始
め
る
と
「
コ
ウ
」「
目
」「
６

目
半
」
と
難
し
い
用
語
が
あ

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の

本
で
は
難
し
す
ぎ
る
と
返
却

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
引
き
下

が
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
と
思

い
。
碁
会
所
を
考
え
ま
し
た

が
、
不
自
由
な
体
で
は
出
て

行
け
ま
せ
ん
。
息
子
に
相
談

す
る
と
す
ぐ
に
パ
ソ
コ
ン
を

開
き
「
初
歩
の
入
門
と
戦
い
」

と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の 

          

最
終
編 

「
社
会
と
の
関
係
」 

 

認
知
症
と
社
会
と
の
関
係

は
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て

い
る
。
１
９
７
２
年
、
認
知

症
介
護
を
描
い
た
有
吉
佐
和

子
の
小
説
「
恍
惚
の
人
」
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。「
ぼ
け
」

が
社
会
問
題
と
し
て
脚
光
を

浴
び
た
が
、
在
宅
医
療
や
介

護
の
手
薄
さ
も
あ
っ
て
家
族

が
自
宅
で
抱
え
込
む
か
、
老

人
病
院
や
精
神
科
病
院
に
入

院
さ
せ
る
例
が
目
立
っ
た
。 

私
の
ふ
る
里
自
慢 

 
 
 

「
石
門
心
学
」 

  
 
 
 
 
 
 

河
角 

進 
  

８
０
年
に
は
、
介
護
家
族

で
作
る
「
呆
け
老
人
を
抱
え

る
家
族
の
会
（
現
・
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
）」
が
発
足

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

な
ど
を
求
め
た
。
介
護
保
険

導
入
後
、
介
護
現
場
で
は
「
何

も
分
か
ら
な
い
人
」
と
し
て

画
一
的
に
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、「
本
人
中
心
と
し
た
」

介
護
を
目
指
す
動
き
が
少
し

ず
つ
広
が
っ
て
い
る
。 

 

０
４
年
に
は
京
都
市
で
国

際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
認

知
症
を
発
症
し
た
越
智
俊
二

さ
ん
（
故
人
）
が
実
名
で
講

演
。
そ
の
後
も
認
知
症
へ
の

理
解
を
求
め
る
当
事
者
の
活

動
は
続
い
て
い
る
。
同
年
に

出
版
さ
れ
た
小
説
「
明
日
の

記
憶
」（
萩
原
浩
著
）
は
認
知

症
本
人
の
視
点
で
病
気
と
向

き
合
う
姿
を
描
き
、
映
画
に

も
な
っ
た
。
認
知
症
が
題
材

の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な

ど
は
そ
の
後
も
増
え
て
い
る
。 

    

ペ
ー
ジ
を
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。
願
っ
た
り
か
な
っ
た
り

で
す
。
い
ま
さ
ら
と
言
わ
れ

る
歳
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
相

手
に
毎
日
囲
碁
を
練
習
し
て

い
ま
す
。
４
級
く
ら
い
に
な

れ
ば
、
ど
な
た
か
お
手
合
わ

せ
し
て
み
よ
う
と
頑
張
る
つ

も
り
で
す
。 

  

う
戒
め
の
、
言
葉
を
う
け
と

っ
て
、
今
で
も
こ
の
言
葉
が

私
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
残

っ
て
い
ま
す
。
天
が
見
て
い

る
の
か
、
又
亡
く
な
っ
た
祖

父
、
祖
母
、
両
親
か
解
り
ま

せ
ん
が
、
悪
い
こ
と
を
す
れ

ば
何
時
か
そ
の
報
い
が
必
ず

身
の
上
に
か
か
っ
て
く
る
と

云
う
訓
え
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
小
さ
な
村
で

も
、
長
い
間
の
伝
統
と
し
て

の
行
事
が
続
い
て
い
る
事
が

唯
一
の
自
慢
で
す
。 

私
が
入
居
し
て
い
る
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
午
後
に
な
る

と
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
オ
セ
ロ
、

ト
ラ
ン
プ
、
囲
碁
を
楽
し
む

人
た
ち
が
カ
フ
ェ
に
集
ま
り 

        

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

認 

知 

症 

 

囲
碁
に
入
門 森

下
千
壽
子 

   

川 

柳 

昼
下
り 

藤
の
花
み
て 

 
 
 
 
 
 

ひ
と
休
み 

白
子
川 

親
ガ
モ
子
ガ
モ

の 

散
歩
道 

相
田
美
代
子 

春
な
の
に 

ゴ
ー
ン
の
煙 

 
 
 
 
 
 
 

ま
だ
消
え
ぬ 

プ
ロ
野
球 

 
 
 

に
ら
み
合
い
の
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ヶ
月 

関 

修 


